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ホームカミングデーは大学祭にあわせて開催します。
卒業期・学科関係なくご参加いただけます。クラス会にもご利用ください。

皆様お誘い合わせのうえ、ぜひお申込みください。

ご卒業50年・30年をお迎えになられ、心よりお喜び申し上げます。皆様のご卒業50年・30年の
節目の年に、「同窓生の集い」へのご参加を呼びかけています。懐かしいキャンパスで友と再会し
ませんか。ささやかな記念品を用意しております。どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

大学23期・43期の皆様へ

令和　　　年　 月　 日（日） ― 大学祭初日 ―７ 11 ２

ホームカミングデー

「同窓生の集い」のご案内

時 間

会 場
申込み締切

■

■
■

：

：
：

12：00 ～〔受付11：30～〕
＊終了後は自由にご歓談・散策をお楽しみください

大学学内
９月30日（火）まで

内 容

参加費
申込み方法

■

■
■

：

：
：

会食、ハンドベル演奏（エンジェル会）
学内ツアー（未定）
3,500円（昼食代含む）
会報に同封の振込用紙にて振込

＊会場につきましては、当日掲示等でご案内させていただきます。
＊ご参加の方は、配布資料にお名前を記載いたします。ご了承ください。

＊中止・変更があった場合は、同窓会HPでお知らせします。

●時　間：10：00～14：00　　●場　所：ヨゼフホール 1F ヨゼフホールラウンジ
注意事項：学内への車の乗り入れはできません。公共交通機関をご利用ください。

フリージアの会による手作り品、セレクトショップ、遊休品、マイショップ、
またブランドリユース品もあります。掘り出し物ぞくぞく、魅力満載です。ぜひお越しください。

エンジェル会より
エンジェル会の活動の一環としてハンドベル（ミュージックベル）を始めて、今年で
12年目を迎えます。ハンドベルの美しい音色をお楽しみください。

4：00 ●場 所：ヨゼフホ ル 1F

による手作り品、セレクトショップ、遊休品、
あります。掘り出し物ぞくぞく、魅力満載で

奨学生支援バザー

●題字　故・高木聖鶴
（
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会
で
は
情

報
管
理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の
皆
様
の
個
人
情

報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に
努
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
本
人
の
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
提

供
範
囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請
が
で
き
る
。

個
人
情
報
の
収
集
は
、
本
会
の
必
要
な
範
囲
に

限
定
し
、
使
用
目
的
を
明
確
に
す
る
。

同
窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
か
ら

の
連
絡
送
付

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

●
会
員
確
認
調
査

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供
は
し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

編
集
後
記

会
報
六
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号

は
シ
ス
タ
ー
来
日
百
周
年
、
新
学
棟
ト
リ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
百
年
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
先
の
百
年
に
向
け
て
大
学
の
更
な
る
発

展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
広
報
部
で
は
、「
置
か
れ
た
場
所

で
咲
く
」を
テ
ー
マ
に
卒
業
生
の
特
集
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、
て
い
ね
い
に

過
ご
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
情

報
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

誌
面
の
メ
イ
ン
カ
ラ
ー
は
バ
ラ
色
で
す
。

バ
ラ
に
は
、「
東
光
の
ご
と
く
明
る
く
、
バ

ラ
の
ご
と
く
芳
し
き
愛
徳
を
も
っ
て
」と
い

う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
報
編
集
委
員
一
同

大学23期 食品栄養学科の皆様へ
　卒業して早50年。いかがお過ごしでしょうか。11月２日のホームカミングデーに
合わせて同期で集いませんか。終了後、引き続き同期会を予定しています。懐かしい
学舎、新しくなった構内の散策も可能です。皆様のご参加をお待ちしております。



昨
年
五
月
の
代
議
員
総
会
か
ら
始
動

し
た
新
年
度
も
、
一
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
同
窓
生
の
皆

様
の
ご
協
力
は
も
と
よ
り
、
津
田
理
事

長
兼
学
長
、
諸
先
生
方
の
ご
助
言
、
ご

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
十
六
名
の
理
事

を
中
心
に
、
各
支
部
長
の
皆
様
、
代
議

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
今
ま
で

以
上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
大
学
は
昨
年
、
シ
ス
タ
ー
来
日
百

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
次
の
新
し
い
百
年
に
突
入

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
よ
り

「
国
際
文
化
学
部
」と「
情
報
デ
ザ
イ
ン

学
部
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
学
棟
で
あ

る
ト
リ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
も
活
気
を
み
せ

て
い
ま
す
。

　

本
大
学
は
、
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
就

職
す
る
と
い
う
現
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
現
在
の
学
生
に
対
し
何

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
常
に
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
、
奨
学
金
制
度
と
資
格
取

得
講
座
等
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
奨
学

金
制
度
は
同
窓
会
が
独
自
で
行
っ
て
い

る
収
益
事
業
や
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の

寄
付
な
ど
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
資
格
取
得
講
座
で
は
、
学
内

で
パ
ソ
コ
ン
講
座
や
秘
書
検
定
講
座
、

着
付
け
教
室
、
日
本
舞
踊
、
ペ
ン
習
字

な
ど
の
講
座
を
開
講
し
、
学
生
が
授
業

の
空
き
時
間
を
活
用
し
受
講
で
き
る
よ

う
に
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
ご
興
味

の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
こ
の
十
一
月
二
日
の
大
学
祭
初

日
に
開
催
す
る「
同
窓
生
の
集
い
」で
は

同
窓
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
で
あ
る

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
会
」に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

が
、
就
職
率
に
関
し
て
国
内
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
に
位
置
し
、
真
面
目
に
仕
事
に
向
か

う
態
度
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
い
う
事
は
、
ひ
と
え
に
同
窓
生
の
皆
様

の
多
く
が
就
職
し
た
先
で
、
社
会
の
中
で
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
存
在
に
な
っ
て
い
た

か
ら
こ
そ
の
結
果
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女

子
大
学
を
母
校
と
す
る
誇
り
を
再
認
識

し
、
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
や
助
言
を
お

23

聞
か
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
し
て
大
学

と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
同
窓
生
の
皆

様
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
同
窓
会
を
目
指

し
て
活
動
す
る
所
存
で
す
。
あ
わ
せ
て
、

そ
れ
が
母
校
の
発
展
の
一
助
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
新
し
く
進
化
し
て
い
く
母
校
を
、

同
窓
会
と
し
て
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
応

援
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

卒
業
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
か
。

今
年
度
も
、
学
部
生
六
〇
八
名
、
大

学
院
生
十
二
名
の
入
学
生
を
迎
え
、

多
く
の
学
生
が
学
び
に
励
み
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
・
研
究
活
動
の
充
実
は
も
ち

ろ
ん
、
課
外
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
学

生
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
生
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
の
お
陰
で
、
大
学
の
発
展

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
母
校
の
歩
み
を
と
も
に
支
え
て
く

だ
さ
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
の
春
、
皆
様
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
た

卒
業
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
卒
業

生
と
は
三
谷
原
る
り
子
さ
ん
と
い
い
ま

す
。
七
十
歳
で
学
び
の
門
出
を
迎
え
ま

し
た
。
幼
少
期
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
彼
女
は
、
十
八
歳
の
と
き
本
学

の
英
文
学
科
に
合
格
す
る
も
、
家
計
へ
の

配
慮
か
ら
公
立
短
大
へ
進
学
し
、
卒
業

後
は
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
約
四
十
年
間

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
四
年
制

大
学
で
学
び
た
い
と
い
う
思
い
は
消
え

る
こ
と
な
く
、
心
に
灯
を
と
も
し
て
い

ま
し
た
。
転
機
は
四
十
代
の
頃
、
公
開

講
座
で
シ
ス
タ
ー
渡
辺
和
子
と
出
会
い
、

「
い
つ
で
も
学
び
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」と

励
ま
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
長
年
胸
に

残
る
そ
の
言
葉
と
、
家
族
の
後
押
し
を

受
け
、
六
十
八
歳
で
社
会
人
編
入
試
験

に
挑
戦
。
努
力
の
末
、
人
間
生
活
学
部

児
童
学
科
へ
の
合
格
を
果
た
し
、
二
年

間
の
学
生
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
三

谷
原
さ
ん
は
、
児
童
学
科
科
目
は
も
ち

ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
、
古
代
文
学

な
ど
幅
広
く
学
び
、
卒
業
論
文
で
は

「
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ―

豊
か

な
老
後
を
迎
え
る
に
は―

」を
テ
ー
マ
に
、

自
身
や
家
族
の
生
き
方
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
健
康
で
充
実
し
た
人
生
に
は
、

他
者
と
の
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
と
結

論
づ
け
、
学
び
と
実
践
を
結
び
つ
け
て

い
ま
す
。
学
生
生
活
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
学
生
の
支
援
や
大
学
祭
で
の
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
世

代
を
超
え
た
交
流
も
楽
し
み
な
が
ら
、

日
々
の
学
び
に
全
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
ご
主
人
と
共
に
地
域
で
の

子
ど
も
食
堂
の
運
営
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
取
り
組
む
予
定
だ
そ
う
で
す
。

「
学
び
に
は
年
齢
の
制
限
は
な
い
」
と

実
感
し
、「
五
十
年
越
し
の
夢
を
か
な
え

た
こ
の
二
年
間
は
、
人
生
の
忘
れ
物
を

見
つ
け
た
よ
う
な
宝
物
だ
っ
た
」と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

三
谷
原
さ
ん
の
姿
は
、
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
意
義
と
魅
力
を
示
し
て
く
れ
る

素
晴
ら
し
い
例
で
す
。
長
年
抱
き
続
け

た
学
び
へ
の
情
熱
を
形
に
し
、
年
齢
に

関
係
な
く
挑
戦
し
続
け
る
そ
の
姿
勢
は
、

多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
卒
業
生
の
皆
様
に
も
、
学
び
続
け

る
喜
び
と
、
新
た
な
挑
戦
へ
の
勇
気
を

届
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

卒
業
生
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
培
わ
れ
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
学
で
の
学
び
が

皆
様
の
人
生
に
彩
り
を
添
え
、
今
な
お

新
た
な
挑
戦
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
、
深
い
誇
り
と
感
謝
の
気
持
ち

を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
母

校
は
、
皆
様
の
歩
み
を
支
え
、
共
に
成

長
し
続
け
る
場
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
温
か
い
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
挑
戦
が
人
生
を
豊
か
に
す
る

新
し
い
百
年

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
会
長

横

溝

洋

子

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
理
事
長

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学　

長

津

田
　

葵
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1924年８月、学校法人ノートルダム清心学園の設立母体であるナミュー
ル・ノートルダム修道女会の６名のシスターがアメリカ合衆国から来岡し、
カトリックの修道会ショファイユの幼きイエズス会が経営していた清心高
等女学校の経営を引き継ぎました。2024年はそれからちょうど100周年に
あたります。
　この節目の年を迎え、ノートルダム清心女子大学の原点を振り返ってみ
ました。

トリニティホールの〈トリニティ〉は、まことの一致、親し
い交わり、深い喜びを表しています。〈父と子と聖霊〉とい
う三位一体の神の御恵みを受けて、新学棟が多様な人々の
交わりと研鑽の場となるようにという思いが込められてお
ります。

　シスター来日100周年記念事業のひとつとして2024年
10月25日（金）にトリニティコモンズにおいて、ナミュー
ル・ノートルダム修道女会 総長 シスターMary Johnsonに
よる講演会が開催されました。

2024年10月26日（土）カトリック岡山教会聖堂にて来日
100周年を記念したミサが行われました。今までの100年
への感謝とこれから先の未来への希望を祈りました。

ナミュール・ノートルダム
修道女会 6名のシスター来岡

ナミュール・ノートルダム修道女会創立者

聖ジュリー・ビリアート

岡山清心女子専門学校創立

ノートルダム清心女子大学創立

シスター来日100周年

聖ジュリーの精神を実践する 6 名のシス
ターたちがアメリカ合衆国から来岡。
清心高等女学校の運営を引き継ぐ。

物理化学科、保健科、被服科で始まる。ノー
トルダム清心女子大学の前身。

初代学長シスターメリーコスカの英断に
より岡山県下最初の新制大学、そして中
四国初の４年制女子大学として創立。

100周年を節目に、大学は国際文化学部と
情報デザイン学部を新設。また、地上７ 
階建ての最新設備を備えた新学棟「トリニ
ティホール」を竣工。国内外の学生、教職
員、研究者が集う交流の場を提供。

シスター来日100周年

ナミ ル・ノ トルダダム修道女会創立者

1924

1944

1949

2024
シスタ 来

（ND BULLETIN Vol.212 より）

（会報60号 大学広報室作成より）

新学棟トリニティホール

１階ラウンジではディスプレイによって学生生活に
必要な情報も見ることができます

PC教室の前面に大型ディスプレイ，そして各机に
パソコンが設置されています

３～６階のフロアーにはクラスフラワー（バラ，藤，菊，松）の４色が
取り入れられています

各教室には液晶プロジェクター，電動スクリーン
大画面モニター等が備えられています

使いやすく学生に人気のパウダールーム

トリニテ
い交わ
う三位一
交わり

2024年７月16日（火）、新学棟３階トリニティコモンズにて、竣工式が挙行されました。

。 （ND BULLETIN Vol.212 よります。

トリニティホールの中は・・・ちょっとのぞいてみましょう

　新しいものに目を向けなが
ら、古いものも大切にという
思い、そして「卒業後いつで
も母校に帰ってきてくださ
い」というお気持ちから伝統
のクラスカラーを取り入れら
れたそうです。
　この最新設備を備えたトリ
ニティホールが加わった大学
で、充実した学生生活を送っ
てほしいと思います。
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令
和
六
年
十
一
月
四
日（
祝
・
月
）大
学
祭
二
日
目
、
本
学
ヨ
ゼ
フ

ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
に
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
シ
ス
タ
ー
来
日
百
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
ト
ロ
フ
ィ
ー
』と
名
称
を
改
め
、
大
学
公

認
サ
ー
ク
ルE.L.A

.S.

主
催
、
同
窓
会
共
催
で
、
高
校
生
部
門
と
大

学
生
部
門
の
二
部
制
で
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
に
高

校
生
対
象『
第
二
十
五
回
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
ト
ロ
フ
ィ
ーEnglish 

Presentation
Contest

』、
午
後
か
ら
は
大
学
生
対
象『
第
五
十
一
回

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
杯
全
日
本
大
学
生
英
語
弁
論
大
会
』を
行
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
部
門
は
一
次
審
査
を
通
過
し
た
七
名
が「O

ur
V
oices

〜
今
伝
え
た
い
こ
と
」と
い
う
テ
ー
マ
で
五
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
大
学
生
部
門
の
五
名
の
出
場
者
は
、
自

身
の
伝
え
た
い
テ
ー
マ
で
八
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

緊
張
の
中
に
も
自
分
の
考
え
や
思
い
を
熱
心
に
伝
え
よ
う
と
す

る
発
表
者
の
真
摯
な
態
度
に
感
銘
を
強
く
受
け
ま
し
た
。
心
よ

り
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
当
日
は
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
か

ら
シ
ス
タ
ーM

ary
Johnson

総
長
、
シ
ス
タ
ーA

seyo
、

シ
ス
タ
ーO

brien

が
、
広

島
修
道
院
か
ら
シ
ス
タ
ー

三
宅
が
見
学
に
来
ら
れ
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

津
田
学
長
、
小
橋
英
文
学
科

長
、
木
津
教
授
、E.L.A

.S.

顧
問K

athryn
Bow

s

准
教

授
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー『
同
窓
生
の
集

い
』は
、
二
〇
二
四
年
十
一
月
三
日（
日
）、
大
学
祭
初
日
に
、

本
学
ヨ
ゼ
フ
ホ
ー
ル
Ｂ
棟
三
階
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

学
長
を
は
じ
め
、
小
林
副
学
長
、
金
山
副
学
長
、
高
橋
名

誉
教
授
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
卒
業
後
五
十
年
と
三
十
年
の
二
期
の
皆
様
を
招

待
期
と
し
て
ご
案
内
す
る
こ
と
と
し
、
大
学
二
十
二
期
、
四

十
二
期
の
皆
様
十
七
名
を
含
む
七
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

村
中
李
衣
元
本
学
児
童
学
科
教
授
を
お
招
き
し
、
ご
講
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
中
先
生
の
ご
活
躍
の
パ
ネ
ル

も
会
場
内
に
掲
示
し
、『
立
ち
あ
う
保
育
』を
出
版
す
る
ま

で
に
至
っ
た
経
緯
、
読
み
聞
か
せ
や
子
ど
も
た
ち
と
の
か
か

わ
り
方
な
ど
具
体
的
な
事
例
を
わ
か
り
や
す
く
ほ
ほ
え
ま
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
充
実
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

閉
会
後
に
は
、
大
学
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
学
内
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
学
部
も
開
設
さ
れ
、

新
学
棟
ト
リ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
も
建
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

見
学
ツ
ア
ー
も
一
層
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ

さ
っ
た
皆
様
か
ら
も
ご
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
『
同
窓
生
の
集

い
』は
、
二
〇
二
五
年
十

一
月
二
日（
日
）大
学
祭

初
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

大
学
卒
業
五
十
年（
二
十

三
期
）卒
業
三
十
年（
四

十
三
期
）の
方
を
ご
招
待

い
た
し
ま
す
。
多
く
の
同

窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
は
卒
業
三
十
周
年

の
節
目
に
、
秋
も
深
ま
っ
た

晴
天
の
中
、
心
温
ま
る
手
作

り
の
お
も
て
な
し
で
ご
招
待

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
学
友
と
再

会
し
、
共
に
元
気
で
語
ら
い
合

う
喜
び
を
か
み
し
め
る
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ス
タ
ー
来
日
百
周
年
、
新
学

部
設
置
、
新
学
棟
竣
工
と
、
大
学

の
歴
史
と
発
展
を
集
い
と
学
内
ツ

ア
ー
を
通
し
て
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
先
輩
方
に
感
謝
し
て
、

ま
た
元
気
で
励
む
こ
と
を
心
に

誓
い
ま
し
た
。
今
回
参
加
が
叶

わ
な
か
っ
た
学
友
の
皆
さ
ん
、

次
の
機
会
に
は
ぜ
ひ
お
会
い
で

き
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
大
・
四
十
二
・
児
林
知
子
）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

二
〇
二
四
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

　

大
学
祭
の
バ
ザ
ー
で
は
、
毎
年
う
れ
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
度
は
、
い
つ
も
の
バ
ザ
ー
会
場
と
は
別
に
、「
同
窓
生

の
集
い
」の
会
場
の
入
口
に
も
作
品
を
並
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
く
の
方
が
購
入
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
、「
学
生
の
と
き
に
奨
学
金
を
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の

奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
に
は
毎
年
訪
れ
て
、
買
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。」と
言
わ
れ
た
方
に
出
会
い
ま
し
た
。
奨
学
金
に
助

け
ら
れ
た
人
が
、
次
の
奨
学

生
を
助
け
る
人
に
な
る
。
同

窓
会
が
長
い
間
続
け
て
き
た

こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
と
感

じ
て
、
心
が
温
か
く
な
り
ま

し
た
。
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
も
、

次
の
方
へ
バ
ト
ン
を
渡
し
な

が
ら
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ

う
に
長
く
つ
な
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
は
、
同

窓
生
た
ち
が
交
流
し
な
が
ら

手
芸
を
楽
し
み
、
奨
学
生
を

応
援
で
き
る
場
で
す
。
手
作

り
の
作
品
た
ち
は
、
き
っ
と

あ
な
た
を
癒
し
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。
懐
か
し
い
大
学
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
大
・
二
十
六
・
食
山
本
美
智
子
）

　

岩
田
美
津
子
さ
ん―

全
盲
で
二
児
の
母
親
。

点
訳
絵
本
の
製
作
貸
出
の
「
ふ
れ
あ
い
文

庫
」
の
代
表
。
目
の
見
え
る
人
と
見
え
な
い

人
が
一
緒
に
楽
し
む
絵
本
の
製
作
と
点
訳
絵

本
の
出
版
と
普
及
を
考
え
る
会
を
発
足
。
目

が
見
え
る
息
子
に
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
と

い
う
思
い
か
ら
製
作
へ
と
続
く
。
岡
山
で
岩

田
さ
ん
の
講
演
会
に
参
加
し
た
時
、
数
々
の

努
力
と
苦
労
を
重
ね
点
訳
絵
本
を
製
作
し
た

経
緯
を
お
聞
き
し
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

私
達
ゆ
め
文
庫
で
は
、
岩
田
さ
ん
の
「
点
訳

絵
本
の
つ
く
り
方
」
を
参
考
に
日
々
作
っ
て

い
ま
す
。
ゆ
め
文
庫
の
活
動
は
、
第
二
・
第

四
木
曜
日
十
時
か
ら
。
点
訳
絵
本
に
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

只
今
五
百
冊
を
越
え
る
蔵
書
と
共
に
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
大
・
二
十
・
食
片
岡
富
子
）

　

一
昨
年
、
私
は
「
や
っ
て
み
な

い
？
」
の
お
誘
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ「
エ
ン
ジ
ェ
ル
会
」の
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
練
習
を
覗
い
て
み
ま
し

た
。
一
人
が
い
く
つ
も
の
ベ
ル
を
担

当
し
、
持
ち
替
え
て
は
美
し
い
曲
を

奏
で
て
い
ま
す
。「
こ
れ
は
無
理
」と

思
い
な
が
ら
も
い
つ
の
間
に
か
メ
ン

バ
ー
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
会
と
し
て
は
、
本
来
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
旭
川
荘

で
の
交
流
や
演
奏
は
、
コ
ロ
ナ
拡
大

以
来
、
実
施
は
か
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
代
わ
り
に
、
地
域
の
方
や
同
窓

会
の
方
等
か
ら
の
お
声
が
け
で
演
奏

の
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
新
米
の
私
は
先
輩
の
背

中
を
見
な
が
ら
ア
タ
フ
タ
と
笑
い
な

が
ら
の
練
習
中
で
す
。
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
楽
し
さ
を
皆
様
と
分
か
ち
合
い
、

ど
な
た
か
の
お
役
に
立
て
ら
れ
る
日

が
く
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

  

（
大
・
二
十
六
・
児
𠮷
田
満
穗
）

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会

ゆ
め
文
庫

エ
ン
ジ
ェ
ル
会

肌ざわりのよい布ぞうり

愛らしい雪だるま

マフラー

交流しながら製作中

大学生部門の出場者と主催のE.L.A.S.メンバー 高校生部門

Johnson

総
長
、
シ
ス
タ
ーA

seyo
、

、
広

タ
ー

れ
ま

て
は
、

文
学
科

.A
.S.

s

准
教

き
、
心

す
。

見さ評グい一初大三十い窓お

大

最優秀賞

２　位

３　位

市長賞

岡山理科大学附属高等学校 １年

岡山操山高等学校 ３年

清心女子高等学校 １年

岡山学芸館高等学校 ３年

関根　碧海
仁科 紗和子
佐藤　亜衣
岡村　　雅

最優秀賞

２　位

市長賞

ノートルダム清心女子大学 ３年

ノートルダム清心女子大学 ３年

法政大学 ２年

中曽　陽菜
秋　　陽菜
成瀬　公紀

かぐや姫
やさいのおなか
マッチ売りの少女
カピバラのだるまさんがころんだ
あやちゃんのうまれたひ
ピノキオ
おやゆびひめ
あきちののはらのおくりもの
はらぺこあおむし
まほうのわくわくおにぎり
へいわとせんそう
人をそだてる
じいちゃんバナナばあちゃんバナナ
ひさの星
りんごかもしれない

平田　昭吾
きうち　かつ
平田　昭吾

中川　ひろたか
浜田　桂子
平田　昭吾
平田　昭吾

かわかみ　たかこ
エリック・カール
まいのおやつ

たにかわ　しゅんたろう
渡辺　和子

のし　さやか
斎藤　隆介

ヨシタケ　シンスケ

ゆめ文庫 新刊目録

7 月20日

11月20日

11月23日

12月13日

早島塩津いきいきサロン

早島花みずき会

妙法寺

平田サロン

2024年 ハンドベル演奏活動

大学卒業30年を迎えた42期の皆さま

村中李衣先生のご講話

2024年度 活動報告ボランティア

2024 Notre Dame Trophy
受賞者（受賞時の学年）

【高校生部門】English Presentation Contest

【大学生部門】English Speech Contest

　

卒
業
五
十
年
を
お
祝
い
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
舎
で
共
に
過
ご
し
た
皆

様
が
、
各
々
の
置
か
れ
た
場
所
で

花
を
咲
か
せ
、
再
び
こ
こ
に
集
う

こ
と
が
で
き
、
感
慨
深
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
温
か
い
お

も
て
な
し
に
、
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

会
の
後
の
学
内
見
学
ツ
ア
ー
で

は
、
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

建
学
の
精
神
を
守
り
つ
つ
、
時
代

と
と
も
に
進
化
し
た
大
学
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。

　

大
学
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
大
・
二
十
二
・
食
今
中
裕
子
）大学卒業50年を迎えた22期の皆さま

大
学
二
十
二
期

大
学
四
十
二
期

6

生
の
集

初

に
、

年

祝

大
学
二
十
二
期

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
に
参
加
し
て
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2025年度
ノートルダム清心女子大学同窓会 奨学生

柴　田　絢　愛
向井地　　　愛
房　延　彩恵香
神　﨑　千　豊

4年

3年

3年

2年

文学部日本語日本文学科

文学部日本語日本文学科

人間生活学部人間生活学科

文学部英語英文学科

団　体

個　人

2024年度 同窓会奨励賞

◆国際コミュニケーション
　　　　　　　　 セミナーグループ
◆よむよむふむふむプロジェクト
◆情報デザイン学部×
　　　　　 岡山県立図書館協力企画
◆剣道部

◆人間生活学科 4年　永　見　千代乃

◆人間生活学科 3年　岡　本　麻　央

◆児 童 学 科 4年　丸　川　昇　子

◆児 童 学 科 4年　新　　　彩　希

◆児 童 学 科 3年　藤　井　咲　妃

◆食品栄養学科 3年　片　山　結　愛

（フィギュアスケート選手）

（エアロビック選手）

（ピアノ）

（絵画・洋画）

（社会問題）

（ろう者バドミントン選手）

　

二
〇
二
四
年
度
の「
奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー
」は
、
季
節
は
ず
れ

の
台
風
の
影
響
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
候
も
回

復
し
、
十
一
月
三
日（
日
）の
大
学
祭
初
日
に
無
事
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
遊
休
品
」「
セ
レ
ク
ト
コ
ー
ナ
ー
」、
焼
き
菓
子
な
ど

の「
食
品
コ
ー
ナ
ー
」に
加
え
、
今
回
は
同
窓
生
の
方
の
ご
協
力

に
よ
り
、「
似
顔
絵
」「
占
い
」「
セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」の

マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
で
あ
る
フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
の
心
の
こ
も
っ
た

手
作
り
作
品
は
、
大
勢
の
方
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
お
り
、
大
盛
況

で
し
た
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

今
年
度
も
引
き
続
き
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
バ
ザ
ー
の
開
催
時
間
は
、
通
常
通
り
十
時
か
ら
十

四
時
の
時
間
帯
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

奨
学
生
支
援
バ
ザ
ー

2024年度 寄附金・バザー協力者一覧（敬称略）

青　

山　

瑠
璃
枝

東　

原　

喜
和
子

横　

田　

澄　

子

安　

村　

時　

子

山　

本　
　
　

俶

Sr.
松　
尾　
京　
子

国　

武　
　
　

裕

下　

村　
　
　

操

井　

上　

幸　

子

平　

田　

博　

子

梅　

村　

千
重
子

佐　

野　

美
代
子

白　

神　

礼　

子

斉　

藤　

信　

子

北　

川　

も　

と

Sr.
佐
無
田　
郁　
子

坪　

田　

厚　

子

宝　

神　

泰　

子

青　

地　

広　

子

陰　

山　

知　

子

船　

橋　

眞
喜
子

水　

川　

洋　

子

北　
　
　

昭　

子

岡　

田　
　
　

玲

改　

発　

桂　

子

前　

田　

芙
美
恵

佐　

藤　

邦　

子

福　

田　

桂　

子

藤　

川　

定　

子

丸　

山　

ツ
ヤ
子

菅　
　
　

直　

子

牧　
　
　

千
鶴
子

西　

村　

久
仁
子

平　

井　

順　

子

松　

田　

玲　

子

寺　

本　

幸　

子

品　

川　

祥　

子

谷　

村　

和　

子

Sr.
津
田　
　

葵

中　

西　

敏　

子

阿　

部　

由
紀
子

平　

松　

恭　

子

滝　

沢　

弘　

子

重　

友　

多
恵
子

江　

田　

栄　

子

信　

部　

淳　

子

小
鍛
治　

洋　

子

田　

辺　

弘　

子

八　

幡　

瑞　

枝

安　

達　

和　

美

岡　

﨑　

文　

代

楢　

崎　

京　

子

多　

田　

政　

子

木　

村　

多
枝
子

平　

田　

倫　

子

戸　

谷　

尚　

子

石　

倉　

和　

子

楽　

前　

靖　

子

永　

原　

由
美
子

高　

原　

玲　

子

見　

出　

紀　

子

松　

本　

英　

子

宮　

崎　

敦　

子

明　

石　

志
津
江

前　

田　

玲　

子

村　

嶋　

邦　

子

安　

岡　

由　

貴

山
野
井　

節　

子

末　

平　

瑠
美
子

野　

上　
　
　

傳

坂　

井　

寿　

子

小
郷
原　

惠
美
子

石　

井　

史　

子

小　

野　

加　

与

佐　

藤　

瑞　

穂

角　

南　

美
知
子

坂　

井　

知
重
子

杉　

山　

美
佐
子

片　

山　

幸　

子

片　

岡　

和　

子

松　

村　

英　

子

豊　

原　

恵　

子

柴　

田　

伸　

子

佐　

藤　

洋　

子

藤　

岡　

典　

子

木　

曾　

子

生　

田　

千
津
子

杉　

田　

洋　

子

伊　

丹　

三
保
子

分　

嶋　

充　

子

今　

井　

幸　

子

入　

江　

妙　

子

中
大
路　

美
知
子

菅　

野　

康　

子

石　

原　

み
ゆ
り

髙　

木　
　
　

緑

村　

上　

睦　

美

増　

野　

雅　

恵

塩　

田　

晶　

子

藤　

沢　

治　

子

倉　

橋　

百
合
子

山　

田　

恵　

子

延　

原　

智　

子

斎　

藤　

礼　

子

長　

野　

育　

子

森　

下　
　
　

恵

宍　

戸　

弘　

子

服　

部　

桂　

子

久　

本　

直　

子

山　

形　

智　

子

山　

通　

紀　

子

吉　

田　

公　

子

八　

杉　

い
づ
み

三　

宅　

育　

子

野　

津　

淑　

子

小
笠
原　

ヒ
ロ
子

大
河
原　

桂　

子

木　

村　

純　

子

赤　

木　

朋　

子

小　

若　

暁　

子

宮　

下　

依　

子

森　
　
　

朋　

子

谷　

口　

淳　

子

小　

林　

弥　

生

井　

上　

理
恵
子

宮　

園　

す
み
子

梅　

本　

礼　

子

横　

田　

典　

子

川　

上　

明　

美

筒　

井　

万
里
子

酒　

井　

裕　

恵

寺　

山　

節　

子

赤　

木　

敦　

子

池　

町　

睦　

子

松　

本　

恵　

子

花　

田　

典　

子

清　

時　

成　

子

髙　

橋　

典　

子

惠　

見　

慶　

子

栗　

根　

洋　

子

中　

尾　

満　

江

福　

田　

好　

子

石　

川　

典　

恵

鈴　

井　

佳　

子

岩　

永　

祥　

恵

中　

西　

一　

代

池　

田　

文　

子

前　

田　

早
智
子

横　

田　

和　

美

赤　

羽　

美　

鳥

東　

原　

り
つ
こ

阿
久
津　

淑　

子

高　

津　

昌　

美

片　

山　

尚　

子

吉　

水　
　
　

玲

ミ
ラ
ー　

典　

子

竹　

内　

麻　

理

坂　

東　

希　

三

難　

波　

久　

子

佐　

藤　

好　

恵

富　

田　

登
美
江

本　

多　
　
　

恵

周　

藤　

寿　

子

家
根
原　

寛　

子

小
野
田　

加
代
子

後　

藤　

博　

子

山　

本　

恵　

理

土　

井　

裕　

子

池　

田　

順　

子

井　

上　

恭　

子

森　
　
　

優　

子

上　

田　

満
美
子

小　

柴　

英　

子

ガ　

ウ　

万　

里

西　

岡　

知　

美

髙　

坂　

満　

弓

小　

谷　

寛　

子

大　

石　

智
香
子

山　

本　

洋　

子

片　

岡　

明　

子

奥　

西　

恭　

子

由　

良　

る　

み

加　

藤　

珠　

美

白　

柳　
　
　

都

池　

田　

尚　

子

西　

風　

美　

香

中　

川　

香
代
子

矢　

敷　

典　

子

岩　

原　

智　

子

古　

林　

朋　

子

濱　

田　

晶　

子

瀬　

尾　

佳　

苗

西　

山　

由
花
子

笠　

井　

由　

美

大　

田　

球　

代

山　

本　

景　

子

平　

川　

香　

織

白　

根　

直　

子

石　

川　

雅　

美

濱　

﨑　

絵　

梨

榎　

本　

み
ゆ
き

大　

饗　

晶　

子

野　

村　

陽　

子

中　

村　

裕　

子

渡　

邉　

富
貴
子

松　

本　

依
利
子

佐　

藤　

祐
希
恵

松　

本　

麻
梨
子

山　

脇　

敬　

子

福　

田　

紗　

弓

片　

山　

典　

子

大　

前　

美　

友

味　

村　

奈　

実

匿
名
希
望　

２
名

京
阪
神
支
部

第
19
期
食
品
栄
養
学
科
有
志

フ
リ
ー
ジ
ア
の
会
一
同

理　

事　

一　

同

2025年度 奨学生支援バザー
◆11月２日（日）

◆受付期間

◆問 合 せ

フリージアの会（手作り品）、マイショップ、
セレクトショップ、遊休品、ブランドリユース品

10時～14時

９月～10月10日（金）

同窓会事務局
TEL：（086）253－8496
Mail：rurudo@theia.ocn.ne.jp

☆遊休品、ブランドリユース品寄贈のお願い
手作り品、遊休品、ブランドリユース品をご提
供ください。

ヨゼフホールラウンジ

フリージアの会手作り品コーナー

2025年度奨学生証書授与式にて

奨学生支援バザー

奨
学
金
事
業

資
格
取
得
支
援
学
内
講
座

秘書検定講座

２　級
準１級
合 　 計

39
7
46

コ ー ス 受講者数

35
4
39

合格者数

公務員・教員採用試験対策講座（2024年受験）
（学内講座不開講により、東京アカデミーでの代替講座）

※公務員講座の受講者には
　２年生を含む

公務員試験対策講座
教員採用試験対策講座

11
19

コ ー ス 受講者数

5
17

合格者数

　

奨
学
金
制
度
は
、
一
九
五
四
年
に
発
足
以
来
、

長
き
に
わ
た
っ
て
愛
と
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
一
年
生
か
ら
院
生
ま
で
多
く
の
学
生
を

対
象
と
し
て
人
物
、
学
業
、
成
績
な
ど
を
考
慮
し
、

選
ば
れ
た
学
生
に
返
還
不
要
の
奨
学
金
と
し
て
年

額
二
十
八
万
円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
委
員
会
で
は
、
六
月
と
十
一
月
に
二
〇
二
四
年

度
の
奨
学
生
に
対
し
、
指
導
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
会

う
た
び
に
奨
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
成
長
し
て
い

る
学
生
の
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
二
四
年
十
一
月
に
は
、
次
年
度
の
奨
学
生

の
第
一
次
選
考
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
五
年
一

月
に
は
第
二
次
選
考
会
が
開
催
さ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
も

と
二
〇
二
五
年
度
の
奨
学
生
四
名
を
決
定
し
ま
し
た
。
選

ば
れ
た
奨
学
生
に
は
更
な
る
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

受賞しました！
2024年度 文部科学省後援 
秘書技能検定 団体優秀賞

Microsoft Office Specialist（MOS）

Word アソシエイト
Word エキスパート
Excel アソシエイト
Excel エキスパート
Power Point

（一般）

（上級）

（一般）

（上級）

合 　 計

159
17
171
24
96
467

コ ー ス 受講者数

114
18
102
21
94
349

合格者数

パソコン資格取得講座

　

二
〇
二
四
年
度
は
、
延
べ
五
一
三
名
の
学
生
が
学
内

講
座
を
受
講
し
、
各
種
資
格
取
得
に
励
み
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
のM

O
S

資
格
と
秘
書
検
定
二
級
の
試
験

は
学
内
で
実
施
し
ま
し
た
。
秘
書
検
定
準
一
級
講
座
が

五
年
ぶ
り
に
開
講
さ
れ
、
一
次
の
筆
記
試
験
・
二
次
の

面
接
試
験
を
突
破
し
た
学
生
が
合
格
を
掴
ん
で
い
ま
す
。

　

公
務
員
試
験
対
策
学
内
講
座
及
び
教
員
採
用
試
験
対
策
学
内

講
座
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
申
込
者
が
定
員
に
達
せ
ず
不
開
講

と
い
う
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
対
応
策
と
し
て
、
提
携

先
の
予
備
校
に
て
代
替
講
座
を
開
講
し
、
申
し
込
ん
だ
学
生
の

希
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
昨
今
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
い
、
公
務
員
や
教
員
の
志
望
者
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
検
討
の
結
果
、
二
〇
二
五
年
度
か
ら
公

務
員
教
員
試
験
対
策
講
座
は
学
内
で
の
開
講
を
取
り
や
め
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
公
務
員
や
教
員
を
志
望
す
る

学
生
に
向
け
て
提
携
先
予
備
校
へ
の
斡
旋
を
行
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
同
窓
会
と
し
て
真
摯
に
学
生
支
援
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

受賞しました！
《団体賞》

《個人賞》
「MOS世界学生大会 2025」PowerPoint 部門 入賞
日本語日本文学科 ３年

2024年度オデッセイ アワード

米　田　一　花

「MOS世界学生大会 2025」Excel 部門 入賞
人間生活学科 ３年 古　川　心　春

マイクロソフト オフィス スペシャリスト 大学・短期大学部門 入賞

学生支援事業

（受賞時の学年）

※Ｔシャツなどの古着はご遠慮ください。



1011

TKPガーデンシティPREMIUM
名古屋新幹線口

ANAクラウンプラザホテル岡山 津田葵学長、
菊永茂司常務理事

支 部 名 日　　時 場　　所 招 待 者

東 京 支 部

東 海 支 部

岡山県支部

■2025年度支部長会報告

●北海道支部ユリア会（51人）
暖冬の影響か、春が行ったり来たりして、
隠れていた雪が、地面を覆っています。
　今年は昭和100年！「支部」に改称したユ
リア会は、来年、創立40周年を迎えます。
　広い大地に点在している同窓の皆様、
今年度は冬眠し、令和８年、目を覚まし
てお会いいたしましょう。
　離れていても、皆さまが、健やかで、充実した一年になりますよう心からお祈
りいたしております。

●東京支部（2,043人）

●京阪神支部（2,211人）

●鳥取支部（101人）●東海支部（577人）

●岡山県支部（17,697人）

●九州支部（729人）

2025年９月14日（日）清澄庭園のお庭を
眺めながらの第27回東京支部総会・懇親
会を開催の運びとなりました。一人でも
多くの方に笑顔と喜びをお届けできるよ
う、役員一同、心を込めて準備を進めて
おります。2024年は、吉祥寺の旧修道院
にて、お懐かしい渡辺和子前理事長のお
声とご本に触れる読書会を開催し、心温まるひとときを過ごしました。いつまで
も変わりない「清心スピリット」を胸に、皆さまが心を繋ぐ機会をご案内してまい
ります。

京阪神支部では、４月から、いろいろな
期から集まった新役員で支部活動を開始
しております。次回総会・懇親会は、従来
の８月開催から変更し、2026年９月27日
（日）です。支部会員の皆様に笑顔で再会
を喜んでいただける同窓会となるよう、
これから準備してまいります。まだまだ
不安もございますが、まずは同窓会づく
りを楽しもうと、役員一同、ワクワクしております。来年９月、多くの同窓生の
方々との再会を心より願っております。

東海支部では2024年４月より３名で支
部運営を行っております。現在の活動は今
秋予定をしております、第20回東海支部総
会の開催と東海支部会報の発行に向けての
準備です。東海・北陸地方の皆様方のお忙し
い毎日にひととき、清心で過ごした時間を
思い起こすことで、少しでも日々の活力と
なりますよう、心を込めて準備しておりま
す。総会にはお誘い合わせの上、多くのご
参加を心よりお待ちしております。

2025年７月５日、ANAクラウンプラザホテルで第14回岡山県支部総
会・親睦会を開催いたします。発会記念時に同窓会館脇に植樹された花み
ずきが28年を経て、今年も生き生きと花を咲かせました。岡山県支部も
この花みずきのように発展し続けてほしいという想いを込め、支部役員が
心を一つにして総会開催に向けて準備を進めています。
　母校が一望できる会場にて一人でも多くの皆様方のご参加を役員一同心
からお待ちしております。

2024年９月15日、鹿児島サン
ロイヤルホテルにて第20回九州
支部総会・懇親会を開催しまし
た。懇親会には津田学長、高橋
名誉教授、同窓会より友實副会
長、妹尾理事にご臨席いただき
ました。初めて参加される方、九州支部以外の方も多数いらっしゃいましたが、
年代や所属の垣根を超え親睦を深め、心温まる時間を過ごすことが出来ました。
　次回は2026年福岡での開催となります。一人でも多くの方とお会いできるこ
とを楽しみにしております。

■2025年度 支部総会開催予定表

支部マップ

支部だより 支部活動に ご協力いただける方を 募集しています

★ 支部会費納入のお願い ★
同窓生は、同窓会会則第２章第７条「会員は、すべ
ていずれかの支部に所属するものとする」により、
必ずいずれかの支部に所属することになっており
ます（※どの支部に所属しているかは、同窓会支部
規程をご覧ください）。支部会費の納入をよろしく
お願いいたします。

※各支部の会員数は2025年５月現在のものです

コロナ禍以降、久しぶりの鳥取支
部同窓会の写真です。ごらんいただ
けるように私達皆にこやかな顔で写
真に写ることができました。といい
ますのも鳥取支部会員の皆様はもう
ご存じなのですが、鳥取支部が引き
継がれていけなくなるかも…との窮
地に陥ってからその後、その問題が
無事解決でき、そのご報告からスタートした会だったからなのです。新たに
再出発いたします当支部をこれからもよろしくお願いいたします。

函館山から愛をこめて

期をまたいだご縁に感謝♡

京阪神支部新役員

新しいお仲間もお迎えして

新役員を迎え総会に向けてがんばっています

11月15日（土）
14：00～15：30
７月５日（土）
11：00～14：30

９月14日（日）
10：45頃～14：30頃 清澄庭園 大正記念館 津田葵学長ほか

津田葵学長

北海道支部
　　ユリア会

東海支部

京阪神支部

鳥取支部

岡山県支部

広島支部

九州支部 四国支部

東京支部

支部長  柴田久美  連絡先 090-7459-1099

支部長 伊藤めぐみ  連絡先 080-6187-7370

支部長  坂上慶子  連絡先 （03）3921-0181

支部長 梅田史恵  連絡先 （0138）43-2995

前支部長  三輪洋子  連絡先 090-4893-4678支部長  大月昌子  連絡先 090-1331-7648 支部長 岩本千恵  連絡先 （052）621-8358

※本来であれば北海道支部ユリア会も総会開催年度となりますが、
　2026年が設立40周年となるため来年度の開催を予定しています。

●四国支部（1,410人）
四国支部の同窓生の皆さま
お変わりありませんか。昨年
は、11月16日に６年ぶりに四
国支部総会を開催することが
できました。会場の愛媛県今
治市のいまばり交流センター
「はーばりー」は、しまなみ
海道絶景スポットで参加してくださった方は印象に残ったことでしょう。四国
支部ではこの４月から事務局が香川県に移ります。

笑顔があふれた第18回四国支部総会

前支部長  正岡ふゆみ  連絡先 090-8284-1228

●広島支部（1,729人）
ノーベル平和賞受賞の知らせ
が日本被団協に届けられたその
翌日の令和６年10月12日、原爆
ドームを臨む「広島の宿 相生」
にて第27回広島支部総会・懇親
会を開催いたしました。同窓会本部より横溝洋子会長、荒内和美理事にお越しい
ただき、会員同士思い出話に花を咲かせました。大学のスライド上映あり、メッ
セージ紹介、くじ引きありと笑顔があふれ、平和なひとときをご一緒くださった
皆さま、本当にありがとうございました。 支部長 濱田晶子  連絡先 090-1688-2322

６年ぶりの交流です

雄大な桜島とともに

　令和７年５月31日(土)にノートルダム清
心女子大学中央棟８階の会議室において、
支部長会を開催しました。
全国９支部から支部長にお集まりいただ

き、令和６年度の活動報告や問題点などを
話し合い、有意義な時間を過ごしました。
2025年度の支部総会は以下の支部が開

催予定ですので、この機会にご自身の所
属する支部総会へぜひご参加ください。
　詳細につきましては支部からのご案内
をご覧いただき、ご不明な点がありまし
たら支部へご連絡をお願いいたします。
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講 座 名

第１月曜日（月１回）10：30～ 11人

テキスト代・資料代他
（4,000円程度）ペン習字

文部科学省後援硬筆毛筆書写検定
岡 山 県 審 査 委 員
日本ペン習字研究会師範
橋 本 真 理（紫 泉）

5月～1月（8～9月休講）
毎週水曜日15：00～16：10 書写検定受験者は

受験料別途必要
20,700円

公的資格の文部科学省後援硬筆書写
検定３～１級の取得を目指す。美文字
のルールを学ぶ。万年筆、ボールペン、
筆ペンで、宛名書きなど実用的なスキ
ルを身につける。

テキスト代（2冊）
4,080円（税込）

きもの
　着付け

むつみ京都総合学院学院長

吉　井　睦　美

5月～2月（8～9月休講）
毎週金曜日

①10：00～12：00
②10：30～12：30
③13：30～15：30

23,500円
ゆかたも留袖も自分で着られるようになり
ます。和の文化やマナーも学びます。就活
のプロフィールに記入できる資格取得も可
能です。

着物（ゆかた）・足袋等は
各自ご用意ください
扇（舞扇）をお持ちの方
はご持参ください

5月～3月
第１・３木曜日
9：15～10：15

34,100円日本舞踊
（正派若柳流）

正 派 若 柳 流 師 範
岡山日本舞踊協会会員
公益社団法人 日本舞踊協会会員

若　柳　桃　保

楽しみながら日本舞踊ができる様、初
心者の方にも習得しやすい小曲を中心
に指導を行う。また、踊りのお稽古を
通して着付け、礼儀作法も身につける
ことができる。

講　　　　師 内　　　　容 曜日・期間等

同 好 会 名

源氏物語を読む会

内　　　　容 開講期間 部員数（令和７年１月時点）

受講料（全納） 教　材　費

2025年度  文化講座

2025年度  文化同好会

〝学びの旅を始めませんか!!〟

申込み・問合わせ

奨学金の給付
奨学生指導報告会
奨学生支援バザー
奨励賞
ゆめ文庫
エンジェル会
フリージアの会
同窓生の集い
会報発行
支部支援
名簿管理
プレゼンコンテスト
一般寄付金手数料
ナミュール修道女会寄付
資格取得支援講座費
文化講座費
期首商品棚卸高
書籍、その他物品仕入
期末商品棚卸高

給与手当
法定福利費
福利厚生費
会議費
旅費交通費
消耗品費
消耗什器備品費
通信費
修繕費
印刷費
光熱水費
保健衛生費
賃借料（リース料）
保全費
管理費
手数料
雑費
租税公課

リース資産支出
会報積立金
建物積立金
諸事業積立金

入会金、会費収入
一般寄付
支部より寄付支援
資格取得支援講座収入
文化講座収入
バザー売上
書籍売上
その他物品売上
受取利息
雑収入
受取手数料

12,500,000
1,200,000

12,000,000
50,000
200,000

50,000
4,000
30,000
200,000

26,234,000
40,606,134
66,840,134

15,925,000
1,599,380
5,000

14,729,390
110,300
343,115
17,542
70,720
11,281
95,437
28,280

32,935,445
40,606,134
73,541,579

15,000,000
1,200,000

14,000,000
100,000
300,000

50,000
5,000

100,000
30,000

30,785,000
40,633,217
71,418,217

（単位：円）〈収入の部〉

ノートルダム清心女子大学同窓会
2024年度  決算報告（令和６年４月１日～令和７年３月31日）
2025年度  予　　算（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

科　　　　　目
中 科 目

2024年度
総括予算額

2024年度
総括決算額

2025年度
総括予算額大 科 目

会 費 収 入

寄付金収入

事 業 収 入

雑 収 入

小　　　計
前期繰越収支差額
合　　　計

奨学金事業

ボランティア

ホームカミング
会報発行

支部支援

非収益事業

収益事業

1,400,000
100,000
100,000
200,000
60,000
60,000
60,000
400,000
4,600,000
1,160,000

500,000
50,000
300,000
7,600,000
50,000
396,181
40,000

△ 396,181
16,680,000
6,300,000
960,000

850,000
30,000
400,000
100,000
350,000
50,000
120,000
500,000
140,000

140,000
640,000
70,000
300,000
600,000

11,550,000
260,000

5,000,000
33,350,134
66,840,134

1,400,000
56,368
67,098
110,000
60,385
55,315
27,176
136,778
3,844,074
1,513,809

485,770
35,782

8,197,777
100,468
396,181
△ 3,840

△ 383,574
16,099,567
6,345,380
1,016,587
34,954

1,019,291

431,141

292,233

39,732
450,556
141,430
18,480
154,326
695,200
64,530
343,774
528,861

11,576,475
232,320

5,000,000
40,633,217
73,541,579

1,120,000
100,000
70,000
200,000
60,000
60,000
60,000
400,000
4,500,000
1,400,000

500,000
50,000
300,000
7,700,000
95,000
383,574
45,000

△ 383,574
16,660,000
6,400,000
1,050,000
50,000

1,000,000
30,000
400,000
50,000
300,000
50,000
120,000
500,000
140,000
20,000
140,000
700,000
70,000
300,000
500,000

11,820,000
260,000
1,000,000
1,000,000
1,000,000
39,678,217
71,418,217

〈支出の部〉
科　　　　　目

中 科 目 小 科 目

小 科 目

2024年度
総括予算額

2024年度
総括決算額

2025年度
総括予算額大 科 目

事 業 費

管 理 費

固定資産取得支出

積立金支出

小　　　計

小　　　計

次期繰越収支差額
合　　　計
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期・科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名期 ・ 科 氏 　 　 名期・科 氏 　 　 名
石 井 良 枝
元 井 和 子
光 藤 明 子
実 光 詔 子
石　津　ミチ子
安 井 和 子
天　野　ひろみ
森　本　芙佐子
上 川 和 子
内 田 順 恵
古 賀 由 恵
上 野 和 子
坂 本 鈴 子
稲 田 敏 子
片 岡 富 子
青　木　知恵子
鳥 取 温 子
甲 田 正 子
横 内 泰 江
正　岡　ふゆみ
三 宅 雅 子
長 野 育 子
椋 代 公 子
神 浦 由 里
佐 藤 泰 子
菊 井 優 子
英　　　千恵子
仁 熊 恭 子
大河原　桂　子
豆 谷 裕 子
福 田 澄 恵
牧 　 豊 子
山　本　美智子
服 部 裕 子
佐 藤 千 壽
片 岡 一 惠
河 原 秀 子
柴 田 久 美
長 尾 祥 誉
大 月 昌 子
金 光 真 里
小　坂　美由紀
畑　野　比呂美
藤 田 雅 子
佐　藤　由美子

甲 斐 美 恵
池 内 比 美
佐久間　敦　子
横 溝 美 子
高 木 祥 子
森 川 千 代
前 田 敦 子
岸 本 晴 美
時 久 祐 子
中 野 明 子
坂 上 慶 子
名木田　いづみ
佐 藤 容 子
梅 田 史 恵
青　木 　泉
田 中 敬 子
渡 部 睦 美
石　井　知恵子
近　藤　美智子
木 村 久 恵
山　本　小百合
中　内 　香
岩 本 千 恵
伊　藤　めぐみ
髙 野 友 紀
渡 辺 好 美
吉 村 香 里
内 藤 知 美
仁 科 麻 紀
東 山 有 未
榎 本 尚 子
国 司 尚 美
松 岡 一 美
岡 村 亜 希
濱 田 晶 子
北 原 香 奈
堀 米 直 子
筒 井 智 美
加 藤 照 美
髙　橋　三紗子
内 藤 景 子
菱 川 明 子
金 谷 祐 子
神 原 芳 里
野 瀬 裕 子

秀 　梓
藤 田 雅 子
井 上 結 貴
柏 瀬 晴 子
小 林 由 佳
石　原　三希江
槇　尾　早奈恵
笠 原 彩 奈
清 川 有 紀
西 川 綾 華
渡 邉 貴 子
笹　治 　里
石　田　みずえ
川 﨑 有 理
俣 野 由 佳
渡 邉 果 奈
枝 木 佑 充
中 村 綾 乃
末 永 貴 子
藤　澤 　杏
竹 本 涼 香
木 村 真 緒
藤 澤 香 恋
森 田 千 弓
濵　田 　歩
佐 藤 祐 美
佐 藤 菜 摘
守 本 奈 央
王 野 早 織
大 福 成 美
藤 井 咲 紀
守 安 美 晴
湯 浅 果 音
大　谷　理彩子
辻 岡 彩 菜
原　　　麻　維
岡 市 理 沙
安　田　万智子
夏 山 詩 菜
西 原 菜 月
滝 澤 真 由
濃 野 真 衣
片 岡 瑞 稀
塚 本 真 奈
尾 本 菜 月

平 井 夢 香
平 井 万 裕
松 尾 美 咲
片 岡 里 菜
畠　　　菜　緒
疋　田　和佳菜
松 岡 歩 美
岩 藤 真 琴
小 谷 友 香
小坂田　知　佳
山 本 亜 季
谷 岡 歩 美
藤 岡 も え
守 屋 那 菜
吉 岡 桃 子
大 原 千 佳
岡 田 瑠 奈
瀬 川 美 月
野 﨑 桃 子
坂 本 結 菜
德　永　芽　依
川　﨑　百　音
島　田　夢　叶
安　藤　あさひ
寺　井　佐耶香
原　田　真　宝
堀　川　莉　子
石　川　千　晴
山　田　智　子
田　邊　香　帆
佐　藤　亜　弥
白　石　千　尋
谷　川　琴　美
近　藤　瑠　奈
田　島　祥　子
土　田　真　夕
船　越　万　由
淺　野　二　美
大　島　優　紗
三谷原　るり子
大　中　美　怜
若　山　実　加

大  8 ・国
大 10・家
大 13・家
大 15・国
大 15・家
大 17・英
大 17・国
大 18・英
大 18・国
大 18・児
大 18・児
大 19・国
大 19・食
大 20・児
大 20・食
大 21・国
大 21・国
大 21・家
大 21・家
大 21・児
大 22・児
大 23・国
大 23・児
大 24・英
大 24・英
大 24・家
大 24・食
大 25・英
大 25・国
大 26・英
大 26・児
大 26・児
大 26・食
大 27・家
大 28・国
大 28・家
大 28・家
大 28・児
大 28・食
大 29・英
大 29・児
大 29・食
大 30・英
大 30・食
大 31・英

大 31・家
大 32・家
大 32・家
大 32・家
大 33・英
大 33・家
大 34・国
大 34・家
大 35・国
大 35・家
大 35・児
大 35・食
大 36・家
大 36・児
大 36・食
大 36・食
大 37・食
大 37・食
大 38・国
大 39・児
大 39・食
大 40・英
大 40・国
大 40・家
大 41・英
大 41・英
大 41・家
大 43・家
大 44・英
大 44・国
大 44・児
大 45・英
大 45・国
大 45・家
大 46・食
大 47・食
大 48・児
大 49・英
大 50・英
大 51・英
大 52・日
大 52・食
大 54・食
大 55・社
大 56・生

大 57・児
大 57・食
大 58・食
大 58・食
大 59・生
大 60・日
大 60・社
大 61・日
大 61・日
大 62・日
大 62・日
大 63・社
大 63・生
大 64・社
大 64・社
大 66・児
大 67・日
大 67・日
大 68・英
大 68・英
大 68・日
大 68・日
大 68・社
大 68・社
大 68・児
大 68・児
大 68・食
大 68・食
大 69・英
大 69・日
大 69・日
大 69・社
大 69・社
大 69・生
大 69・児
大 69・児
大 69・食
大 69・食
大 70・英
大 70・英
大 70・日
大 70・日
大 70・社
大 70・社
大 70・生

大 70・生
大 70・児
大 70・児
大 70・食
大 70・食
大 71・英
大 71・英
大 71・日
大 71・日
大 71・社
大 71・社
大 71・生
大 71・生
大 71・児
大 71・児
大 71・食
大 71・食
大 72・英
大 72・英
大 72・日
大 72・日
大 72・現
大 72・現
大 72・生
大 72・生
大 72・児
大 72・児
大 72・食
大 72・食
大 73・英
大 73・英
大 73・日
大 73・日
大 73・現
大 73・現
大 73・生
大 73・生
大 73・児
大 73・児
大 73・児
大 73・食
大 73・食

（2025.5 現在177名）

※冷暖房費年間1,100円が受講料に含まれています。

同窓会文学講座を継承し、源氏物語に親しむ

文化同好会募文化同好会募集！！文化同好会募集！！

二
〇
二
五
年
度
同
窓
会
代
議
員
総
会

監　査　報　告
令和６年４月１日から令和７年３月31日までの令和６年度に

おける会計及び業務の監査を行い、次のとおり報告する。

１ 監査の方法の概要
（１）会計監査については、帳簿及び関係書類の閲覧など必要と
　　　思われる監査手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。
（２）業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、
　　　理事から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧など必要と
　　　思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当性を検討した。

２ 監査意見
（１）収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録
　　　は会計帳簿の記載金額と一致し、会の収支状況及び財政状
　　　態を正しく示していると認める。
（２）事業報告書の内容は真実であると認める。
（３）理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは会則
　　　に違反する重大な事実はないと認める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　　令年 7 年 4 月25日

文化同好会を開いてみませんか文化同好会を開いてみませんか？文化同好会を開いてみませんか？

ノートルダム清心女子大学同窓会 〒700-8516
岡山市北区伊福町2-16-9

TEL（086）253-8496
E-mail: rurudo@theia.ocn.ne.jp

代
議
員
に
つ
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年
一
回
の
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は
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最
高
議
決
機
関
で
す
。
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会
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す
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上記の文化同好会のように、趣味が同じ同窓生・学生が参加し、サークル感覚で楽しく活動できる同好会を随時募集しています。
趣味の例 ： 刺繍、水彩画、イラスト、映画鑑賞、語学 など
☆申請方法などは同窓会までお問い合わせください☆

総会報告代議員名簿・文化講座

今年度の文化講座は、「ペン習字」「きもの着付け」「日本舞踊」の開講が決定しました！
５月から開講しておりますが、開講後でも申込可能ですので受講希望の方はお気軽にお問い合わせください。



同窓会より

1415

大学からのお知らせ

■日 時
■場 所
■内 容

第２・第４木曜日  10：00～16：00
ルルド館 ２階 第２会議室
①点訳絵本の作製と貸し出し
（一般の方・岡山盲学校小学部の方）
②点訳絵本蔵書目録の作成
③「同窓会会報」の点訳（パソコン）

ゆめ文庫の活動

■日 時
■場 所
■内 容

第2火曜日・第4水曜日（10：00～14：30）
ルルド館 １階 第１会議室
奨学生支援バザーに向けて手作り品の製作

フリージアの会の活動

・児童院 ・睦学園 ・療育園 

エンジェル会の活動

＊コロナ禍以降、活動は休止しています

■旭川荘でのボランティア活動

■ハンドベルの活動　ルルド館
　練習日  第２金曜日（10：00～）
　　　　 第４月曜日（13：30～）

組
織
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ホームカミング
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同窓会本部

理 事 会

総務委員会

●
使
用
で
き
る
人

●
使
用
目
的

●
休
館
日

部屋の名称

備　　　考

※

冷
暖
房
費
は
使
用
料
に
含
む

超 過 料 金
（１時間につき各料金の２割増し）

収容人数

使　　用　　料

１Ｆ

２Ｆ

第１会議室
第２会議室
う　め（和室）
かえで（和室）

20人
10人
7～8人
7～8人

3,000円
1,500円
2,000円
2,000円

4,000円
2,000円
2,500円
2,500円

（会議・会合等）４時間以内
平　日：９時～16時
① ②
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ボランティア募集中！

○活動に参加ご希望の方は、お問合せください

TEL086－253－8496 Mail rurudo@theia.ocn.ne.jp
ノートルダム清心女子大学同窓会

●学術研究・教育活動の奨励または支援
●教育研究環境の拡充
●本学学生に給付する学資
●目的は問わない

115,000円
4,500,000円
5,245,000円
479,232円

5件
13件
9件
33件
計10,339,232円

本学では、これからも学生支援に全力を挙げてまいります。
引き続きのご支援をよろしくお願い申し上げます。

　卒業生の皆様には「一粒の麦」などを通じて、日頃から温かいご支援
をいただき、心より感謝申し上げます。2024年度も多くのご寄付を賜り
ました。2024年度寄付金について、以下のとおりご報告申し上げます。

2024年度 寄付金等のお礼とご報告

2024年度
寄 付 金

謹 弔 謹んでご冥福をお祈りいたします ※不掲載をご希望された方、掲載について確認が
　取れなかった方のお名前は記載しておりません。

青山（鈴木）瑠璃枝 様 （専１・保）
槇野（小田）登志子 様 （専２・物）
吉沢（安井）量子 様 （専２・物）
浅野（小村）淑子 様 （専２・物）
小野田（佐藤）美智子 様 （専３・物）
山重（文谷）富子 様 （専３・保）

谷川（古谷）明子 様 （専３・被）
柳田（吹拔）静香 様 （専４・保）
高畠（渡辺）悦子 様 （専５・保）
安部（浜田）美代子 様 （大１・家）
土井（政田）典子 様 （大５・英）
小手川（内田）文子 様 （大５・家）

藤　田　文　子 様 （大７・英）
川西（真田）温子 様 （大11・家）

宇治郷（平田）由紀子 様 （大12・英）

大河原（井本）加津子 様 （大13・英）
畑（小橋）久美子 様 （大13・英）
川上（神崎）万智子 様 （大13・家）

小郷（幡中）睦子 様 （大17・英）
作田（藤岡）明美 様 （大18・英）
岡野（木村）恵子 様 （大18・英）
木曾（難波） 子 様 （大20・英）
平林（北黒）京子 様 （大21・国）
澤田（森本）恵子 様 （大22・家）
軍地（螺良）東子 様 （大24・食）

同窓会会報読者アンケート2025
　同窓会会報ならびに同窓会活動について、同窓生の皆さまのご意見・ご要望をお聞きし、今後の同窓会活動に生かしたいと
思い、このアンケートを実施するに至りました。現在約20名の同窓会役員はボランティアで活動しており、同窓生の皆さま
からの声がモチベーション向上につながります。
　アンケートの所要時間は約５分となり、貴重なお時間を頂戴しますが、私たちがよりよい同窓会運営を続けていくために
も、皆さまのご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

回答方法：右の二次元コードを読み込んでご回答ください
回答期限：2025年12月31日（水）

2025年度 役職者の紹介

学　長
副学長（人間生活学部教授）
副学長（情報デザイン学部教授）
副学長（国際交流センター教授）

津　田　　　葵（英文学科14期）
小　林　謙　一
中　本　幸　一
金　山　　　勉

教 員（2025年３月31日付）

職 員（2025年３月31日付）

職 員（2024年12月31日付）

2024年度 退職者一覧
ありがとうございました

同窓会HPをリニューアルしました♪  
①同窓会会報更新ページ
　過去の第46号から今お手
元にある最新の 61号まで
HP 上で閲覧することがで
きるようになりました！
　手元にない会報の記事が
読みたいという
時にぜひご活用
ください！

②同窓会パンフレット「るるど」更新ページ
　３年前から新年度に在校生へ同窓会パンフ
レット「るるど」を配布しています。
　同窓会が力を入れている学生支援のひとつで
ある資格取得支援講座など、同窓会のあれこれ
が詳しく掲載されています！
　「同窓会って何をしているの？」「何のための同
窓会？」ということを在学生や同窓生
にぜひ知っていただいて、同窓会を身
近に感じてもらえると嬉しいです♪

③同窓会会則ページ
　この会則の下、同窓生から選出された理事約20名（ボ
ランティア）、事務員（同窓生）２名で活動しています。
　大変なこともありますが、期や学科を越えて和
気あいあいと活動を続けています！
　活動内容は会報の活動報告をご覧ください！
　在学生や同窓生へのサポート等へ興味のある方
はお気軽にお問い合わせください♪
　ぜひ同窓会で一緒に活動しましょう！
　同窓生（会員）に関する会則もありま
すのでお手すきの際にご確認ください。

リニューアルした同窓会ホームページをぜひご覧いただけますと幸いです。
皆さまへ身近に感じていただける同窓会を目指し、日々頑張ってまいります！

※46号以前の更新は未定です。

閲覧方法：二次元コードを読込む、または『ノートルダム清心女子大学同窓会』検索

TEL：086-255-5585（直通）

入試広報部

入試広報部

から

ファミリー制度 ～2026年度入試から導入～

　受験生の母親または姉妹が本学の卒業生もしくは本学
に在籍している場合、入学金を全額免除します。
　オープンキャンパス及び入試の詳細については、受験
生サイトにアクセスし、該当ページで確認してください。

New！

（本学受験生サイト）

文学部 教授
人間生活学部 教授

キリスト教文化研究所 教授
文学部 准教授
文学部 准教授

人間生活学部 准教授
人間生活学部 准教授
人間生活学部 准教授
人間生活学部 准教授
人間生活学部 助手

尾　崎　喜　光
赤　木　雅　宣
小　林　修　典
家　入　博　徳
福　田　　　雄
中　川　敦　子
伊　藤　美保子
小見山　百　絵
山　下　美　保
辻　本　まどか

入試広報部

総務部
施設企画管理部

入試広報部
入試広報部
入試広報部

キャリアサポートセンター
人間生活学部

藤　原　久美子

高　原　憲　章
大　倉　恭　子
起　塚　郁　夫
竹　内　　　伸
波多野　　　徹
竹　内　嘉代子
板　田　春　風

■2025年７月20日（日）
■2025年８月８日（金）
■2025年８月24日（日）
■2025年12月13日（土）
■2026年３月20日（金・祝）

９：30～14：00
９：30～14：00
９：30～15：00
９：30～12：00
９：30～14：00

（９：00受付）
（９：00受付）
（９：00受付）
（９：00受付）
（９：00受付）

2025年度 オープンキャンパスのご案内
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ホームカミングデーは大学祭にあわせて開催します。
卒業期・学科関係なくご参加いただけます。クラス会にもご利用ください。

皆様お誘い合わせのうえ、ぜひお申込みください。

ご卒業50年・30年をお迎えになられ、心よりお喜び申し上げます。皆様のご卒業50年・30年の
節目の年に、「同窓生の集い」へのご参加を呼びかけています。懐かしいキャンパスで友と再会し
ませんか。ささやかな記念品を用意しております。どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加ください。

大学23期・43期の皆様へ

令和　　　年　　　月　　 日（日） ― 大学祭初日 ―７ 11 ２

ホームカミングデー

「同窓生の集い」のご案内

時 間

会 場
申込み締切

■

■
■

：

：
：

12：00 ～〔受付11：30～〕
＊終了後は自由にご歓談・散策をお楽しみください

大学学内
９月30日（火）まで

内 容

参加費
申込み方法

■

■
■

：

：
：

会食、ハンドベル演奏（エンジェル会）
学内ツアー（未定）
3,500円（昼食代含む）
会報に同封の振込用紙にて振込

＊会場につきましては、当日掲示等でご案内させていただきます。
＊ご参加の方は、配布資料にお名前を記載いたします。ご了承ください。

＊中止・変更があった場合は、同窓会HPでお知らせします。

●時　間：10：00～14：00　　●場　所：ヨゼフホール 1F ヨゼフホールラウンジ
注意事項：学内への車の乗り入れはできません。公共交通機関をご利用ください。

フリージアの会による手作り品、セレクトショップ、遊休品、マイショップ、
またブランドリユース品もあります。掘り出し物ぞくぞく、魅力満載です。ぜひお越しください。

エンジェル会より
エンジェル会の活動の一環としてハンドベル（ミュージックベル）を始めて、今年で
12年目を迎えます。ハンドベルの美しい音色をお楽しみください。

4：00 ●場 所：ヨゼフホ ル 1F

による手作り品、セレクトショップ、遊休品、
あります。掘り出し物ぞくぞく、魅力満載で

奨学生支援バザー

●題字　故・高木聖鶴
（
情
報
収
集
と
使
用
目
的
）

（
会
員
か
ら
の
申
請
）

個
人
情
報
保
護
法
施
行
に
伴
い
、
本
会
で
は
情

報
管
理
委
員
会
を
設
け
、
会
員
の
皆
様
の
個
人
情

報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に
努
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
本
人
の
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
提

供
範
囲
の
変
更
や
削
除
の
申
請
が
で
き
る
。

個
人
情
報
の
収
集
は
、
本
会
の
必
要
な
範
囲
に

限
定
し
、
使
用
目
的
を
明
確
に
す
る
。

　

同
窓
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

　

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
同
窓
会
か
ら

　
　

の
連
絡
送
付

　

●
同
窓
会
・
各
支
部
・
各
部
会
の
活
動
支
援

　

●
会
員
確
認
調
査

　

●
会
員
名
簿
の
作
成

の
目
的
範
囲
内
を
超
え
て
使
用
及
び
提
供
は
し
な
い
。

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

編
集
後
記

会
報
六
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号

は
シ
ス
タ
ー
来
日
百
周
年
、
新
学
棟
ト
リ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
百
年
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
先
の
百
年
に
向
け
て
大
学
の
更
な
る
発

展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
広
報
部
で
は
、「
置
か
れ
た
場
所

で
咲
く
」を
テ
ー
マ
に
卒
業
生
の
特
集
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、
て
い
ね
い
に

過
ご
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
情

報
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

誌
面
の
メ
イ
ン
カ
ラ
ー
は
バ
ラ
色
で
す
。

バ
ラ
に
は
、「
東
光
の
ご
と
く
明
る
く
、
バ

ラ
の
ご
と
く
芳
し
き
愛
徳
を
も
っ
て
」と
い

う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

会
報
編
集
委
員
一
同

大学23期 食品栄養学科の皆様へ
　卒業して早50年。いかがお過ごしでしょうか。11月２日のホームカミングデーに
合わせて同期で集いませんか。終了後、引き続き同期会を予定しています。懐かしい
学舎、新しくなった構内の散策も可能です。皆様のご参加をお待ちしております。


